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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キーボードを使用して文字を入力するキー入力手段と、
　画面に表示された入力パネルの中から選ばれた特定のボタンに対応する文字を入力する
パネル入力手段と、
　入力がなされた場合に、前記キー入力手段または前記パネル入力手段のいずれによるも
のかを判定する判定手段と、
　該判定手段により判定された入力手段が直前の入力における入力手段と同一であるか否
かを判別する判別手段と、
　該判別手段により同一でないと判別された場合に、前記判定手段において判定された入
力手段が、前記パネル入力手段であれば前記入力パネルを表示させ、前記キー入力手段で
あれば表示中の前記入力パネルを消去するように制御する表示制御手段とを有することを
特徴とする文字処理装置。
【請求項２】
　前記パネル入力手段はリモコンからの信号により選ばれた特定のボタンに対応する文字
を入力するものであり、前記判定手段は、前記キーボードまたは前記リモコンのいずれか
らの信号が入力されたかに応じて入力手段を判定することを特徴とする請求項１に記載の
文字処理装置。
【請求項３】
　前記パネル入力手段は複数種類の入力パネルを使用可能であって、前記判別手段により
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同一でないと判別され、前記判定手段において判定された入力手段がパネル入力手段であ
る場合には、前記表示制御手段は、現在の入力欄に対応する種類の前記入力パネルを表示
するように制御することを特徴とする請求項２に記載の文字処理装置。
【請求項４】
　前記判別手段により同一でないと判別され、前記判定手段において判定された入力手段
がキー入力手段である場合には、前記表示制御手段は更に、文字入力位置にカーソルを表
示するように制御することを特徴とする請求項１に記載の文字処理装置。
【請求項５】
　キーボードを使用して文字を入力するキー入力部と、画面に表示された入力パネルの中
から選ばれた特定のボタンに対応する文字を入力するパネル入力部とを利用可能な文字処
理装置において、
　入力がなされた場合に、前記キー入力部または前記パネル入力部のいずれによるものか
を判定する判定工程と、
　該判定工程により判定された入力部が直前の入力における入力部と同一であるか否かを
判別する判別工程と、
　該判別工程により同一でないと判別された場合に、前記判定工程において判定された入
力部が、前記パネル入力部であれば前記入力パネルを表示させ、前記キー入力部であれば
表示中の前記入力パネルを消去するように制御する表示制御工程とを有することを特徴と
する文字処理方法。
【請求項６】
　前記パネル入力部はリモコンからの信号により選ばれた特定のボタンに対応する文字を
入力するものであり、前記判定工程では、前記キーボードまたは前記リモコンのいずれか
らの信号が入力されたかに応じて入力部を判定することを特徴とする請求項５に記載の文
字処理方法。
【請求項７】
　前記パネル入力部は複数種類の入力パネルを使用可能であって、前記判別工程により同
一でないと判別され、前記判定工程において判定された入力部がパネル入力部である場合
には、前記表示制御工程では、現在の入力欄に対応する種類の前記入力パネルを表示する
ように制御することを特徴とする請求項５に記載の文字処理方法。
【請求項８】
　前記判別工程により同一でないと判別され、前記判定工程において判定された入力部が
キー入力部である場合には、前記表示制御工程では更に、文字入力位置にカーソルを表示
するように制御することを特徴とする請求項５に記載の文字処理方法。
【請求項９】
　キーボードを使用して文字を入力するキー入力部と、画面に表示された入力パネルの中
から選ばれた特定のボタンに対応する文字を入力するパネル入力部とを利用可能な文字処
理装置において、
　入力がなされた場合に、前記キー入力部または前記パネル入力部のいずれによるものか
を判定する判定工程と、
　該判定工程により判定された入力部が直前の入力における入力部と同一であるか否かを
判別する判別工程と、
　該判別工程により同一でないと判別された場合に、前記判定工程において判定された入
力部が、前記パネル入力部であれば前記入力パネルを表示させ、前記キー入力部であれば
表示中の前記入力パネルを消去するように制御する表示制御工程とをコンピュータに実行
させるための文字処理プログラムを記憶したことを特徴とする記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、日本語の処理に関し、特に表示された入力パネルを利用して入力する手段とキ
ーボードを使用して入力する手段とを併用しながら正しく迅速に文字を入力する文字処理
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装置及びその方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に日本語の文字入力は、キーボードを用いる場合と用いない場合とに分かれる。後
者の場合は、画面上にキーボードのイメージを模したパネルを表示し、ユーザが、パネル
内の所望のボタンをカーソルで指定して選択することで、キーボードのキー押下相当の動
作をさせる方法が用いられる。
【０００３】
この方法は、多数のキーを持つキーボードを必要としないため、小さなリモコンで入力す
ることが可能である。またキーボードと違って、１ボタンで１単語に対応するようなボタ
ンをパネルに配置することで、単語単位での入力も可能となり、特定用語の入力に適して
いる。しかし、パネル上に存在しない単語の入力は文字一つ一つを直接タイプすることが
できず、所望の文字に対応するボタンまでカーソルを移動させて、そのボタンの押下を指
示する必要があるため、キーボードのほうが容易に入力できる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
前記パネル入力においては、入力欄以外に入力のためのパネルを表示し、パネル上にカー
ソルを表示することになる。一方、前記キーボード入力においては、入力パネルは表示せ
ず、入力欄に入力位置を示すカーソルを表示している。このように入力画面の表示形態が
それぞれ異なるため、パネル入力とキーボード入力とを併用する場合は、使用する入力手
段の切替をユーザが指示し、入力画面の表示形態をユーザが意識して変更する必要がある
。そのため切替回数が多いと操作が非常に煩雑となる。
【０００５】
本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであり、その目的は、ユーザによ
る入力手段の切り替え指示操作を要さずに、ユーザの意図する入力手段に対応した入力画
面へ表示を切り替える文字処理装置を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上述した目的を達成するための一手段として、本発明によれば、文字処理装置に、キー
ボードを使用して文字を入力するキー入力手段と、画面に表示された入力パネルの中から
選ばれた特定のボタンに対応する文字を入力するパネル入力手段と、入力がなされた場合
に、前記キー入力手段または前記パネル入力手段のいずれによるものかを判定する判定手
段と、該判定手段により判定された入力手段が直前の入力における入力手段と同一である
か否かを判別する判別手段と、該判別手段により同一でないと判別された場合に、前記判
定手段において判定された入力手段が、前記パネル入力手段であれば前記入力パネルを表
示させ、前記キー入力手段であれば表示中の前記入力パネルを消去するように制御する表
示制御手段とを備える。
【０００７】
　また、本発明の他の態様によれば、キーボードを使用して文字を入力するキー入力部と
、画面に表示された入力パネルの中から選ばれた特定のボタンに対応する文字を入力する
パネル入力部とを利用可能な文字処理装置における文字処理方法に、入力がなされた場合
に、前記キー入力部または前記パネル入力部のいずれによるものかを判定する判定工程と
、該判定工程により判定された入力部が直前の入力における入力部と同一であるか否かを
判別する判別工程と、該判別工程により同一でないと判別された場合に、前記判定工程に
おいて判定された入力部が、前記パネル入力部であれば前記入力パネルを表示させ、前記
キー入力部であれば表示中の前記入力パネルを消去するように制御する表示制御工程とを
具える。
【０００８】
　更に、本発明の他の態様によれば、記憶媒体に、キーボードを使用して文字を入力する
キー入力部と、画面に表示された入力パネルの中から選ばれた特定のボタンに対応する文
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字を選ぶことで文字を入力するパネル入力部とを利用可能な文字処理装置において、入力
がなされた場合に、前記キー入力部または前記パネル入力部のいずれによるものかを判定
する判定工程と、該判定工程により判定された入力部が直前の入力における入力部と同一
であるか否かを判別する判別工程と、該判別工程により同一でないと判別された場合に、
前記判定工程において判定された入力部が、前記パネル入力部であれば前記入力パネルを
表示させ、前記キー入力部であれば表示中の前記入力パネルを消去するように制御する表
示制御工程とをコンピュータに実行させるための文字処理プログラムを記憶する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明の１実施形態を詳細に説明する。
【００１０】
図１は本実施形態の文字処理装置の全体構成の一例を示すブロック図である。
【００１１】
図示の構成において、ＣＰＵ１１０は、マイクロプロセッサであり、文字処理のための演
算、論理判断等を行ない、ＢＵＳ２３０を介して、このＢＵＳ２３０に接続された各構成
要素を制御する。
【００１２】
ＢＵＳ２３０は、アドレスバスＡＢ、コントロールバスＣＢ、データバスＤＢの三つのバ
スから構成される。アドレスバスＡＢは、マイクロプロセッサＣＰＵの制御の対象とする
構成要素を指定するアドレス信号を転送する。コントロールバスＣＢは、マイクロプロセ
ッサＣＰＵ１１０の制御の対象とする各構成要素のコントロール信号を転送して印加する
。データバスＤＢは、各構成要素相互間のデータの転送を行なう。
【００１３】
ＲＯＭ１２０は、読出し専用の固定メモリである。例えば、プログラムエリアＰＡに格納
した制御プログラムを、ＣＰＵ１１０に対して提供する。この制御プログラムには、オペ
レーティング・システムや文字入力処理プログラム、住所録入力プログラム、フローチャ
ートにつき後述する処理手順に対応するプログラム等が含まれる。
【００１４】
ＲＡＭ１３０は、ＣＰＵ１１０のワークメモリとして機能するランダムアクセスメモリで
あり、以下のＵＢＵＦ、ＹＢＵＦ、ＤＩＣ、ＤＢＰＯＯＬ、ＦＺＴＢＬ、ＯＢＵＦ等の領
域を有する。また各構成要素からの各種データの一時記憶に用いる。
【００１５】
ＵＢＵＦはユーザデータバッファであり、キーボードＫＢより入力されたユーザデータを
蓄えるためのメモリである。ＹＢＵＦは、キーボードＫＢより入力された文字がかな漢字
変換対象の読みである場合に、その読みを格納する入力読みバッファ・メモリである。Ｄ
ＩＣはカナ漢字変換を行なうための単語辞書である。ＤＢＰＯＯＬは、入力読みバッファ
・メモリＹＢＵＦの読みを文節に解析・変換した情報を格納する同音語候補格納メモリで
ある。ＦＺＴＢＬは、付属語を単語辞書ＤＩＣに格納されている結合情報に対応させるた
めの付属語列変換テーブルである。ＯＢＵＦは、かな漢字変換対象の読みにならない文字
やかな漢字変換された結果を一時記憶する出力バッファ・メモリとして機能する領域であ
る。
【００１６】
ＤＩＳＫ１５０は、ハードディスクやフロッピーディスク等を含む補助記憶部であり、ユ
ーザデータバッファＵＢＵＦ上で編集加工したユーザデータ等を格納する。格納したユー
ザデータは、適宜ユーザデータバッファ上に読み込んで使用することができる。更に、オ
ペレーティングシステムや文字入力処理プログラムや住所録プログラムといったユーザ情
報編集プログラムをフロッピーディスクに格納しておき、これをＲＡＭ１３０上のロード
領域に読み込んでＣＰＵ１１０に提供するようにしてもよい。
【００１７】
ＤＢＵＦ１５０は、ＣＲＴ２００によって表示するデータを保持するための表示用バッフ
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ァメモリである。ＣＰＵ１１０は、この表示用バッファメモリ上に、キャラクタジェネレ
ータ２２０等を参照しながらビットマップ画像を展開する。
【００１８】
ＲＣ１７０は、リモートコントロールボタン・インターフェースを含むリモートコントロ
ール発信装置（以下リモコン）である。リモコン信号を発信するための赤外線発信機を持
ち、発信は内部の赤外線発光素子で行われる。カーソルを移動させるためのカーソル移動
ボタン、現カーソル位置での指定実行を指示する選択ボタン、パネル入力時においてパネ
ルを変更するためのパネル変更ボタンなどの各種のファンクションボタンを備えている。
【００１９】
ＲＥＰＴ１６０は、リモートコントロール受信装置であり、前記ＲＣ１７０の発信したリ
モコン信号を受信する赤外線受信機を持つ。受信は赤外線センサで行われる。
【００２０】
ＫＢ１８０は、キーボード・インターフェースを含むキーボードであり、アルファベット
キー、ひらがなキー、カタカナキー等の文字記号入力キーを含む。また変換を指示するた
めの変換キー、表示している変換候補を次候補に変更する次候補表示キー、表示している
同音語の変換候補列から所望の変換候補を選択する選択キーなどの各種のファンクション
キーを備えている。キーボードＫＢ１８０は、必要に応じて装置本体に接続して使用され
るものとする。
【００２１】
ＣＲ１９０は、ＣＲＴ２１０に表示するカーソル位置を示すアドレス情報を保持するカー
ソルレジスタである。ＣＰＵ１１０により、カーソルレジスタＣＲの内容を読み書きでき
る。ＣＰＵ１１０は、このカーソルレジスタＣＲ内のアドレス情報を書き換えることによ
って、カーソル位置を変更することができる。
【００２２】
ＣＲＴＣ２００は、ＣＲＴコントローラであり、カーソルレジスタＣＲ１９０及び表示用
バッファメモリＤＢＵＦ１５０から供給される情報に基づいて、表示装置であるＣＲＴ２
１０に画像信号を供給する他、同期信号等を供給してＣＲＴ２１０を制御する。
【００２３】
ＣＲＴ２１０は、陰極線管等を用いた表示装置の一例であり、その表示装置ＣＲＴ２１０
におけるドット構成のパターンおよびカーソルの表示をＣＲＴコントローラＣＲＴＣ２０
０で制御する。
【００２４】
ＣＧ２２０は、ＣＲＴ２１０に表示するための文字や記号のパターンデータを生成あるい
は保持するためのキャラクタジェネレータである。
【００２５】
以上の構成において、ユーザからリモコンＲＣ１７０あるいはキーボードＫＢ１８０を介
して入力データが供給されると、まず、インタラプト信号がマイクロプロセッサＣＰＵ１
１０に送られ、そのマイクロプロセッサＣＰＵ１１０がＲＯＭ１２０内に記憶してある各
種の制御信号を読出し、それらの制御信号に従って、各種の制御が行なわれる。
【００２６】
以下、上述した構成よりなる本実施形態の装置において、入力文字から入力手段を判断す
ることで、ユーザの期待通りの表示に切り替えを行う例を、図２から図１１までを参照し
て以下に説明する。
【００２７】
図２は、本実施形態の装置において、パネル入力処理の際にＣＲＴ２１０に画面表示され
る、パネルパターンの一例を示す図である。同図において、２０１はパネル入力用の編集
領域、２０２はパネル入力用の編集位置カーソル、２０３はパネル内を移動するカーソル
、２０４はパネル内に配置されたボタン群である。
【００２８】
リモコンＲＣ１７０のカーソル移動ボタンを押下することで、カーソル２０３をパネル内
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の所望のボタン位置に移動させ、そこでリモコンＲＣ１７０の選択ボタンを押下すること
で、そのボタン位置に表示された文字を編集領域２０１に入力することができる。文字ボ
タンと同様に、削除等の編集ボタンもボタン群２０４のボタンとしてパネルに配置されて
いる。またリモコンのパネル変更ボタンを押下することで、以下、図３～図９に示したよ
うなパネルパターンに表示内容を変更することができる。
【００２９】
図３は、パネル入力処理のかな入力モード時に使用されるパネルの例を示した図である。
ひらがな、カタカナや漢字を入力する場合に適したパネルパターンである。ここでは全部
で４頁からなるものとする。前頁ボタンや次頁ボタンの選択や、カーソルの頁外への移動
指示に応じて他の頁へ切り替わる。
【００３０】
図４は、パネル入力処理の英数入力モード時に使用されるパネルの例を示した図である。
英数字を入力する場合に適したパネルパターンである。
【００３１】
図５は、パネル入力処理の記号入力モード時に使用されるパネルの例を示た図である。記
号を入力する場合に適したパネルパターンである。
【００３２】
図６は、パネル入力処理の特殊入力モード時に使用されるパネルの例を示した図である。
このパネル上にサブパネルモードの一覧が表示されユーザは所望のパネルモードに対応す
るボタンにカーソルを移動させ選択ボタンを押下することでパネル遷移を行う。
【００３３】
図７は、パネル入力処理の特殊入力モードにおけるギリシャ・ロシア文字入力モード時に
使用されるパネルの例を示した図である。
【００３４】
図８は、パネル入力処理の特殊入力モードにおける姓表記入力モード時に使用されるパネ
ルの例を示した図である。このパネルモードでは、先頭読みによるインデックスパネルか
ら所望の読みに対応するボタンを選択することで、その読みを先頭とする姓表記の並ぶパ
ネルへ遷移する。名表記入力モードも同様のパネルパターンを持つ。
【００３５】
図９は、パネル入力処理の特殊入力モードにおけるインターネット用語入力モード時に使
用されるパネルの例を示した図である。インターネットのＵＲＬ入力時に使用頻度の高い
単語類がそれぞれボタンとして配置されている。
【００３６】
図１０は、本実施形態の装置における住所録入力処理の際のＣＲＴ２１０の画面表示の一
例を示す図である。入力欄として氏名欄、読み仮名欄、敬称欄、〒（郵便番号）欄、住所
欄、ＴＥＬ（電話番号）欄、ＦＡＸ（ＦＡＸ番号）欄、ＵＲＬ（ホームページＵＲＬ）欄
、メモ欄が表示されている。ユーザは、上記タグ表示の右横にある入力スペースにカーソ
ルを移動させ、パネル入力あるいはキーボード入力によって所望の情報を入力することに
なる。
【００３７】
入力欄にカーソルがある状態で、リモコンの選択ボタンを押下すると、パネル入力が起動
され、図３～１０に示したような入力パネルが表示される。一方、キーボードのキーが押
下されれば、入力欄に入力カーソルが表示され、その入力欄上でキーボードから入力を続
けることができる。
【００３８】
リモコンの選択ボタンが押下されたときの入力欄の種類により、表示される入力パネルが
以下のように異なる。
【００３９】
氏名欄で押下された場合は、姓パネル、あるいは名パネルを選択するための図６で示した
特殊メニューパネルが表示される。この欄では図８の姓名パネルの他に図３のかな入力パ
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ネルが使用される。他のパネルは使用されない。
【００４０】
読み仮名欄で押下された場合は、図３で示したかな入力パネルが表示される。この欄では
かな入力パネル以外は使用されない。
【００４１】
住所欄で押下された場合は、図３で示したかな入力パネルが表示される。この欄では図９
のインターネット用語パネル以外はすべて使用される。記号、欧文文字等もマンション、
アパート名で使用されることがあるためである。
【００４２】
〒欄、ＴＥＬ欄、ＦＡＸ欄で押下された場合は、図４で示した英数パネルが表示される。
これらの欄では英数パネル以外は使用されない。
【００４３】
ＵＲＬ欄で押下された場合は、図９で示したインターネット用語パネルが表示される。こ
の欄では、図４で示した英数パネルも同時に使用される。
【００４４】
メモ欄で押下された場合は、図３で示したかな入力パネルが表示される。この欄ではすべ
てのパネルが使用される。
【００４５】
このように入力欄によって、初期表示パネルだけでなく、入力中に切替可能な他の入力パ
ネルまでを設定することで、ユーザの期待すると思われる表示を行わうことが可能である
。
【００４６】
またパネル入力時に、キーボードのキーが押下されるとパネル表示を消去し、入力欄にそ
こまでの編集結果とともに入力カーソルを表示する。以降、キーボードからキー入力を続
けることが可能となる。
【００４７】
このように、リモコンとキーボードとを併用して用いる場合も、どちらからの入力である
かを判断することで、ユーザの期待すると思われる表示を行うことが可能である。
【００４８】
以下、本実施形態の装置の制御例をフローチャートに従って説明する。図１１は、文字入
力処理の流れを示すフローチャートである。
【００４９】
ステップＳ１１０１は、リモコンＲＣ１７０のボタン押下あるいはキーボードＫＢ１８０
にキー入力がなされるのを待ち、入力が行われると次のステップＳ１１０２に進む。上記
リモコンボタン押下、あるいはキーボードＫＢ１８０のキー入力によって、リモコンＲＣ
１７０のリモコン信号を受けたＲＥＰＴ１６０あるいはキーボードＫＢ１８０がＣＰＵ１
１０に対して割り込み要求を発し、ＣＰＵ１１０がそれを処理することによって行われる
。以下、入力されたボタンあるいはキーによる信号をメッセージと表現する。
【００５０】
ステップＳ１１０２では、入力されたメッセージから入力手段を判別する。すなわち、キ
ーボードからの信号かリモコンからの信号かを判断する。現在の入力手段が直前の入力手
段から変更されている場合は、ステップＳ１１１１に進み、変更がない場合はステップＳ
１１０３に進む。
【００５１】
ステップＳ１１０３では、現在入力されている入力欄を判断する。直前の入力欄から変更
されている場合はステップＳ１１１１に進み、変更がない場合はステップＳ１１０４に進
む。
【００５２】
ステップＳ１１０４では、入力されたメッセージの種別を判別し、それに基づいてＳ１１
０５～Ｓ１１１０のいずれかの処理に分岐する。
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【００５３】
ステップＳ１１０５は、文字キーを入力する処理であり、変換対象となる読みと判断され
た場合は入力読みバッファＹＢＵＦに格納する。読みにならないと判断された場合は出力
バッファＯＢＵＦに格納する。
【００５４】
ステップＳ１１０６は、かな漢字変換を行う処理であり、入力読みバッファＹＢＵＦに保
持された読み文字列をかな漢字変換し、同音語の変換候補を同音語候補格納メモリＤＢＰ
ＯＯＬに出力する。
【００５５】
ステップＳ１１０７は、カーソル移動を行う処理であり、入力されたメッセージによって
カーソルを上下左右に移動させる。
【００５６】
ステップＳ１１０８は、現在カーソル位置および入力状況において、ユーザが選択を実行
する処理である。パネル入力においては、カーソル位置に表示されたボタン上の文字を入
力する処理となる。入力文字が変換対象となる読みと判断された場合は入力読みバッファ
ＹＢＵＦに格納する。読みにならないと判断された場合は出力バッファＯＢＵＦに格納す
る。また変換候補を表示している場合の選択であれば、表示中の変換候補を確定し出力バ
ッファに出力する処理となる。
【００５７】
ステップＳ１１０９は、パネル設定処理であり入力された指示によって表示するパネル等
の設定を変更する。入力がリモコンのパネル変更ボタンである場合に行われる。
【００５８】
ステップＳ１１１０は、ステップＳ１１０５～１１０９に該当しない入力があった場合の
処理であり、それぞれの入力に対応した処理が実行される。
【００５９】
ステップＳ１１１１は、入力手段または入力欄が変更された場合に、変更後の内容にあわ
せて表示を変更するための設定を行う処理である。入力手段がパネル入力からキーボード
入力に変更された場合は、表示中のパネルを消去するように設定を変更する。キーボード
入力からパネル入力に変更された場合は、パネルを表示するように設定を変更する。また
入力欄が変更された場合は、変更後の入力欄に対応したパネルを表示するように設定を変
更する。
【００６０】
ステップＳ１１１２は、上記の各処理の結果、変更すべき部分の画像を再形成して表示す
る表示処理である。例えば、新たな文字を画面に追加すべき時には、その文字コードに対
応する文字パターンをキャラクタジェネレータＣＧ２２０で発生させ、表示バッファＤＢ
ＵＦ１５０の適切な領域に出力する。
【００６１】
以上のように本実施形態によれば、入力がなされた入力手段が直前の入力における入力手
段と異なる場合に、新たな入力手段に応じた表示に切り替えられるようにしたので、入力
作業を効率的に行うことができる。
【００６２】
尚、本発明は、単一の機器からなる装置に適用しても、複数の機器から構成されるシステ
ムに適用してもよい。また、上述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラ
ムコードを記憶した記憶媒体を、装置あるいはシステムに供給し、装置あるいはシステム
内のコンピュータが記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出して実行することに
よって達成してもよい。
【００６３】
更に、装置あるいはシステム内のコンピュータが記憶媒体に格納されたプログラムコード
を読み出して実行することによって、上述した実施形態の機能を直接実現するばかりでな
く、そのプログラムコードの指示に基づいて、コンピュータ上で稼動しているＯＳなどの
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処理により、上述の機能を実現される場合も含まれる。
【００６４】
これらの場合、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる
。
【００６５】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、キーボードを使用して文字を入力するキー入力
手段と、画面に表示された入力パネルの中から選ばれた特定のボタンに対応する文字を入
力するパネル入力手段とを利用可能な装置において、入力がなされた場合に、どちらの入
力手段によるものかを判定し、判定された入力手段が直前の入力と同一であるかを判別し
、同一でないと判別された場合に、判定された入力手段がパネル入力手段であれば入力パ
ネルを表示させ、キー入力手段であれば表示中の入力パネルを消去するようにしたので、
ユーザの入力作業を効率化することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る一実施形態の文字入力装置の構成を示すブロック図である。
【図２】文字入力装置のパネル入力において表示されるパネルの一例を示す図である。
【図３】かな入力モードにおけるパネルパターンの一例を示す図である。
【図４】英数入力モードにおけるパネルパターンの一例を示す図である。
【図５】記号入力モードにおけるパネルパターンの一例を示す図である。
【図６】特殊メニューを切り替えるためのパネルパターンの一例を示す図である。
【図７】ギリシア・ロシア文字入力モードにおけるパネルパターンの一例を示す図である
。
【図８】姓名入力モードにおけるパネルパターンの一例を示す図である。
【図９】インターネット用語入力モードにおけるパネルパターンの一例を示す図である。
【図１０】住所録プログラムを起動した際の画面表示の一例を示す図である。
【図１１】文字入力の流れを示すフローチャートである。
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